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と ALT が協働して授業を実施することを積極的に推奨しており、ALT の数は年々増えてい
る。しかしながら、日本の教育現場における ALT の役割は曖昧であり、本来のティーム・
ティーチングを可能にする ALT と JTE のコミュニケーションが質・量ともに不足している
という指摘もある。本研究では、ALT890 名のアンケート分析を通して、実際の教室におい






外国語指導助手（Assistant Language Teacher、以下 ALT）が、日本人英語教師（Japanese 
Teacher of English、以下 JTE）を補助する存在として日本の教育課程における外国語授業に
携わるようになってから 30年以上が経過した。国際交流と外国語教育の充実を目的とする
JETプログラム（The Japan Exchange and Teaching Programme）が発足した直後には 813名だ
った ALT は、2018年には 4,890名に増えている。これらの JET-ALT に加え、民間からの派
遣および地方公共団体による直接任用といった JET プログラム以外の雇用条件で働く ALT
（non-JET ALT）の数も年々増加し、2018年に小学校から高等学校までの教育課程に携わる
ALT の総数は 19,234 名にのぼる（文部科学省、2019a）。ALT の主要構成員は英語を母語と
して使用する外国人であり、目標言語を日常的に使用する ALT との関わりを通して外国語
を学ぶことは、児童生徒がより生きた英語にふれながらコミュニケーション意欲や態度を










懐疑的な見方も多い。例えば、ALT と JTE が教室内でただ空間を共有しているだけで、実
際には没交渉である可能性も十分に考えられる。また、JTE が一方的に ALT を CD プレイ
ヤーのように音声モデルとして期待するだけでティーム・ティーチングが機能していない
という教室もある。本研究では、中学校現場で働く ALT に焦点をあて、実際の教室内で ALT
と JTE がどの程度交流し、ALT がどのような役割を担っているのかについて、全国の ALT
から得られたアンケートの量的分析を通して明らかにする。また、ALT と JTE の授業内で



















注 2: “All arrangements that include two or more faculty in some level of collaboration in the planning and 
delivery of a course” (Davis 1995, p. 8). 
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指導計画の作成や授業の実施に当たっては，ネイティブ・スピーカーや英語が堪能な
地域人材などの協力を得る等，指導体制の充実を図るとともに，指導方法の工夫を行






























 母国の言語や文化についての情報の提供 等 
授業後 担当教員と共に、自らの業務に関する評価を行い、改善方法について話し合う。 
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行研究をもとに概観する。中学校において指導にあたる ALT の総数は、2018 年において、
全国で計 8,019人であり、ALT 等を活用した授業の総時間は年間約 282万時間である（文部
科学省、2019b）。学習指導要領が定める中学外国語の授業時数 140 時間のうち、ALT が参
加する授業の割合は、過去 5年にわたって平均 21％台で推移している（文部科学省、2019c）。 
この ALT が参画する 21%の授業がどのような形態で実施されているかについては、本稿
の母体研究となる全国的 ALT 調査（上智大学、2017）で知ることができる。得られた ALT890
名のアンケートから、勤務校および JTE の裁量に応じて、様々な形態で ALT が教壇に立っ










は４割未満であり、残りの ALT は「JTE と協働で行っている」と言い切れない条件下で教
壇に立っているということである。また、単独で指導を任されている授業が 1 つでもある
ALT は全体の 42%（1+4+5）を占め、JTEが空間的または関係性においてしばしば不在の状
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 これらをふまえ、本研究では、ALT と JTE とのよりよい協働授業を目的として、上記の
ALT の大規模調査（上智大学、2017）の資料をさらに精査する形で、「JTEと ALT の交流頻
度」の点から以下の 4 点を調査課題とし、量的分析をする。 
1. JTEと共に教壇に立つ ALT は、教室内において JTE とどの程度交流しているか。 
2. 教室内で、JTE との交流頻度別に、ALT が担う役割についての特徴はあるか。 
3. 教室内における JTE との交流頻度別に、ALT が JTE に対して抱く不満感に特徴が
見られるか。 
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５ 結果 
 
5-1 JTE と協働または分業の形態で教壇に立つ ALT の JTE との教室内交流量 
ALT には、授業内においてどのくらい JTE とやりとりを交わすかについて選択肢から選
んでもらった。選択肢は、頻度別に「1 まったく関わらない（Never）」から「5 非常によく







形態別 頻度内訳 (回答者数) 
協働 非協働 
1 全く関わらない (never) 0.2% (1) 0% (0) 0.7% (1) 
2 めったに関わらない (rarely) 6.1% (38) 3.0% (14) 15.7% (24) 
3 時々関わる (sometimes) 28.6% (179) 23.5% (111) 44.4% (68) 
4 よく関わる (often) 38.2% (239) 39.8% (188) 33.4% (51) 
5 とてもよく関わる (very often) 26.9% (168) 33.7% (159) 5.9% (9) 
                           総計 100% (625) 100% (472) 100% (153) 
            無回答 2 




約 6%であった。頻度という性質上その判断は主観的にならざるを得ないが、約 65%の ALT
は、授業内において JTEとよく関わる（often, very often）と認識していることが窺える。全
体を協働群（N=472）と非協働群（N=153）に分けて算出したところ、協働する ALT のおよ
そ 75%が「よく関わる（often）」以上の交流量を教室内で持っているのに対して、非協働（分
業）群で「よく関わる（often）」以上と回答した ALT は 40%程度にとどまった。 
 
 
5-2 ALT が担う役割についての JTE との交流頻度別特徴 
次に、5-1において複数回答を得られた「めったに話さない」「時々関わる」「頻繁に関わ
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  - 発音のモデル（model pronunciation） 
  - 生徒とのインタラクティブな活動（interactive activity with students） 
  - ゲームの主導（Game facilitator） 
  - ダイアローグ練習の際の見本（dialogue practice guide） 
  - 文法説明（explaining grammar） 
  - 文化の紹介（introducing / explaining foreign culture） 




表 3 授業内で任される ALT の役割（ALT-JTE交流頻度別） 
 
程度の差はあれ、JTEとの授業内での関わりが多い群ほど、授業の中で任される全ての役
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5-3 教室内での JTE との交流頻度と ALT が JTE に対して抱く不満感の関連 
次に、「JTE との間に問題を抱えているか」という質問を通して、教室内の交流頻度別に
ALT が JTE に感じる不満感についての傾向がみられるかについて調べた。 
 
 
表 4 ALT が JTEに対して抱えている問題の有無 
 










  - めったに話しかけてくれない（JTEs rarely talks to you） 
  - 英語を理解できない（JTEs don’t understand English） 
  - めったに英語を話さない（JTEs rarely speak English） 
  - 意見を尊重してくれない（JTEs don’t respect your ideas） 
  - 授業計画に参加させてくれない（JTEs don’t let you participate in lesson planning） 
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  - ALT の強みを生かしてくれない（JTEs don’t try to utilize your advantages as an ALT） 
  - その他（自由記述） 
 
 













いった授業内外で必要な意見交換の不在、「JTE が忙しすぎる」といった JTE の多忙さに起
因する問題等が挙げられた。少数ではあるが、「そもそも教室に連れていってもらえないこ
ともある」「無視する傾向にある」といった問題を挙げる ALT もいた。 
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６ 考察 
 













る部分であるために ALT はその責務を負っていないことが推測される。また、頻繁に JTE




ブとして自然な英語を提示することも 4 割を下回っていた。めったに交流しない ALT は全







内で JTE との交流頻度が少ない群ほど JTE との関係に問題を感じる比率が高いことが分か
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ことは必然であろう。下記に引用するのは、指導形態として「協働」を選択し、教室内で
「時 （々sometimes）」JTEとの交流があると答えた ALT のコメントであるが、ここでは指導
において真の協働が足りていないことが指摘されている。 
 
I feel like a living CD player sometimes, and it would be useful to have a more authentic 
team-teaching experience with the JTE.  
また、JTE と分業型の授業を行っていると回答した ALT は、JTE に抱く問題意識としてこ
のように記している。 
I also have many who feel TT means they teach then I do a game, and a few who think TT means I 
teach and they have the day off.     （筆者注: TT = team-teaching） 


















動の指導、学級経営等に忙しい JTE が、日本の学校文化や労働環境に慣れない ALT に対し
て不安が払拭できる程度に綿密な打ち合わせや説明をするためには相当な労力と時間が必
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けないといった事例もある（上智大学、2017）。お互い不安な状態の JTEと ALT が自信をも
って協働できるためには、文部科学省と教員養成機関と ALT 研修機関が情報共有しながら
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付録 
Survey for ALT research (Junior High School) ［抜粋］ 
 
19.  How often do you interact with JTEs during class? 
(a) Never    (b) Rarely    (c) Sometimes    (d) Often    (e) Very often 
 
25.  If you engage in team- or co-teaching with a JTE, what are your main roles? Select all that 
apply. 
(a) Not applicable   (b) Model pronunciation 
(c)  Interactive activity with students 
(d)  Game facilitator   (e) Dialogue practice guide 
(f)  Explaining grammar       (g) Introducing / explaining foreign culture 
(h) Presenting authentic English (i) If others, please specify: 
 
27.  Do you face any problems with JTEs? 
(a) Yes  (b) No 
 
28.  What problems do you face with JTEs? Select all that apply. 
(a) JTEs rarely talk to you 
(b) JTEs don't understand English 
(c) JTEs rarely speak English 
(d) JTEs don't respect your ideas 
(e) JTEs don't let you participate in lesson planning 
(f) JTEs don't try to utilize your advantages as an ALT 
(g) If others, please specify: 
 
53.  What is the main style of teaching as an ALT for you? 
(a) Solo teaching 
(b) Collaborative (i.e., interactive) team teaching with a JTE 
(c) Non-collaborative (i.e., role divided by time / activity) co-teaching with a JTE 
(d) Both solo teaching and collaborative team teaching depending on the class 
(e) Both solo teaching and non-collaborative co-teaching depending on the class 
(f) If others, please specify: 
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Abstract 
Interactions between JTEs and ALTs in Junior High School 
Classrooms: Does interaction frequency matter? 
Atsuko Sonoda 
Successful team teaching provides students with rich opportunities to become familiar 
with authentic interactions between Japanese teachers of English (JTEs) and assistant 
language teachers (ALTs). Ministry of Education, Culture, Sports, Science and 
Technology (MEXT) also encourages two teachers to work collaboratively in order to 
deliver effective language teaching. However, the quality and quantity of JTE-ALT 
interactions in junior high school classrooms is underexplored. This article attempts to 
uncover the frequency of JTE-ALT interactions in the classroom and the effect of this 
frequency on ALT roles and ALTs’ perceptions of JTEs. An analysis of the 890 
questionnaires completed by ALTs revealed that those who regularly interact with JTEs 
engage in a wider variety of roles and face fewer problems with JTEs while those who 
rarely talk with JTEs tend to end up in the role of a pronunciation model. 
